
消表対第１５６３号 

令和３年９月１５日 

イマジン・グローバル・ケア株式会社

代表取締役 木下 弘貴 殿

消費者庁長官 伊藤 明子 

  （公印省略） 

不当景品類及び不当表示防止法第８条第１項の規定に基づく課徴金納付命令 

 貴社は、貴社が供給する「ブロリコ」と称する食品（以下「本件商品」という。）の取引

について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７年法律第１３４号。以下「景品表示法」

という。）第５条の規定により禁止されている同条第１号に該当する不当な表示を行ってい

たので、同法第８条第１項の規定に基づき、次のとおり課徴金の納付を命令する。 

主   文 

イマジン・グローバル・ケア株式会社（以下「イマジン・グローバル・ケア」という。）

は、課徴金として金１億７８８９万円を令和４年４月１８日までに国庫に納付しなければ

ならない。 

理   由 

１ 課徴金対象行為 

  別紙記載の事実によれば、イマジン・グローバル・ケアが自己の供給する本件商品の取

引に関し行った表示は、景品表示法第８条第３項の規定により、同法第５条第１号に規定

する、本件商品の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良である

と示すことにより、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻

害するおそれがあると認められる表示と推定されるものであって、かかる表示をしてい

た行為は、同条の規定に違反するものである。 

２ 課徴金の計算の基礎 

⑴ア 景品表示法第８条第１項に規定する課徴金対象行為に係る商品は、本件商品であ

る。 

イ(ｱ) イマジン・グローバル・ケアが前記１の課徴金対象行為をした期間は、平成２８

年１１月２日から平成３１年１月２８日までの間である。 

(ｲ) イマジン・グローバル・ケアは、本件商品について、前記１の課徴金対象行為を

別添 

※別添写しについては、添付を省略しています。
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やめた後そのやめた日から６月を経過する日前の平成３１年３月７日に、前記１

の課徴金対象行為に係る表示が不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的か

つ合理的な選択を阻害するおそれを解消するための措置として不当景品類及び不

当表示防止法施行規則（平成２８年内閣府令第６号）第８条に規定する措置をとっ

ていると認められるところ、イマジン・グローバル・ケアが前記１の課徴金対象行

為をやめた日から当該措置をとった日までの間に最後に取引をした日は、平成３

１年３月７日である。 

(ｳ) 前記(ｱ)及び(ｲ)によれば、前記１の課徴金対象行為に係る課徴金対象期間は、平

成２８年１１月２日から平成３１年３月７日までの間である。 

ウ 前記イ(ｳ)の課徴金対象期間に取引をした本件商品に係るイマジン・グローバル・

ケアの売上額は、不当景品類及び不当表示防止法施行令（平成２１年政令第２１８

号）第１条の規定に基づき算定すべきところ、当該規定に基づき算定すると、５９億

６３２４万２２７３円である。 

エ イマジン・グローバル・ケアは、本件商品について、当該表示の裏付けとなる根拠

を十分に確認することなく、前記１の課徴金対象行為をしていたことから、当該課徴

金対象行為をした期間を通じて当該課徴金対象行為に係る表示が景品表示法第８条

第１項第１号に該当することを知らず、かつ、知らないことにつき相当の注意を怠っ

た者でないとは認められない。 

⑵ 前記⑴の事実によれば、イマジン・グローバル・ケアが国庫に納付しなければならな

い課徴金の額は、景品表示法第８条第１項の規定により、前記⑴ウの本件商品の売上額

に１００分の３を乗じて得た額から、同法第１２条第２項の規定により、１万円未満の

端数を切り捨てて算出した１億７８８９万円である。 

 

よって、イマジン・グローバル・ケアに対し、景品表示法第８条第１項の規定に基づき、

主文のとおり命令する。 

 

＜法律に基づく教示＞ 

１ 行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）第８２条第１項の規定に基づく教示 

この処分について不服がある場合には、行政不服審査法第２条、第４条及び第１８条第

１項の規定に基づき、正当な理由があるときを除き、この処分があったことを知った日の

翌日から起算して３か月以内に、書面により消費者庁長官に対し審査請求をすることが

できる。 

（注）行政不服審査法第１８条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、処分

があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、処分の日の翌

日から起算して１年を経過したときは、審査請求をすることができなくなる。 
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２ 行政事件訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）第４６条第１項の規定に基づく教示 

  訴訟により、この処分の取消しを求める場合には、行政事件訴訟法第１１条第１項及び

第１４条第１項の規定に基づき、この処分があったことを知った日の翌日から起算して

６か月以内に、国（代表者法務大臣）を被告として、この処分の取消しの訴えを提起する

ことができる。 

（注１）行政事件訴訟法第１４条第２項の規定により、正当な理由があるときを除き、こ

の処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、この

処分の日の翌日から起算して１年を経過すると、この処分の取消しの訴えを提起

することができなくなる。 

（注２）行政事件訴訟法第１４条第３項の規定により、正当な理由があるときを除き、審

査請求をして裁決があった場合には、この処分の取消しの訴えは、その裁決があっ

たことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができる。ただ

し、正当な理由があるときを除き、その裁決があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、その裁決の日の翌日から起算して１年を経過する

と、この処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。 
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別紙 

 

消費者庁長官が認定した事実は、次のとおりである。 

１ イマジン・グローバル・ケア株式会社（以下「イマジン・グローバル・ケア」という。）

は、東京都港区六本木三丁目１６番１２号六本木ＫＳビル８Ｆに本店を置き、健康食品の

製造、販売等を営む事業者である。 

２ イマジン・グローバル・ケアは、通信販売の方法により又は他の事業者を通じて「ブロ

リコ」と称する食品（以下「本件商品」という。）を一般消費者に販売している。 

３ 本件商品は、「ブロリコ」と称する成分を含有するとされている食品である。 

４ イマジン・グローバル・ケアは、「ブロリコ研究所」と称する自社ウェブサイト（以下

「本件ウェブサイト」という。）並びに「免疫力を高めるブロリコとの出会い」と題する

冊子（以下「本件冊子」という。）及び「病気を予防したいあなたへ。」等と題するチラ

シ（以下「本件チラシ」という。）の表示内容を自ら決定している。 

５⑴ イマジン・グローバル・ケアは、本件商品を一般消費者に販売するに当たり、遅くと

も平成２８年１１月２日から平成３１年１月２８日までの間、本件ウェブサイトを通

じて「ブロリコ」と称する成分に係る資料を請求した一般消費者に対して、本件冊子及

び本件チラシを送付するとともに、本件商品の注文はがき付きチラシ及び本件商品の

無料サンプルを送付していたところ 

  ア 本件ウェブサイトにおいて、例えば、トップページにおいて、「免疫力を高める方

法についての情報 ブロリコ研究所」、「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高め

るブロリコ」、「もっと知りたい！ 今話題のブロリコと自然免疫活性成分って？」

並びに「免疫力を高めるブロリコ」と表示するなど、別表１「表示期間」欄記載の期

間に、同表「表示箇所」欄記載の表示箇所において、同表「表示内容」欄記載のとお

り表示することにより 

  イ 本件冊子及び本件チラシにおいて、例えば、本件冊子において、「免疫力を高める

ブロリコとの出会い」、「免疫が下がるとあらゆる疾病リスクが高まる」等と表示す

るなど、別表２「表示期間」欄記載の期間に、同表「表示媒体」欄記載の表示媒体に

おいて、同表「表示内容」欄記載のとおり表示することにより 

  あたかも、本件商品を摂取するだけで、免疫力が高まり、疾病の治療又は予防の効果が

得られるかのように示す表示をしていた。 

⑵ 消費者庁長官は、前記⑴の表示について、不当景品類及び不当表示防止法（昭和３７

年法律第１３４号）第５条第１号に該当する表示か否かを判断するため、同法第８条第

３項の規定に基づき、イマジン・グローバル・ケアに対し、期間を定めて、当該表示の

裏付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めたところ、イマジン・グローバル・

ケアは、当該期間内に表示に係る裏付けとする資料を提出したが、当該資料は、当該表

示の裏付けとなる合理的な根拠を示すものであるとは認められないものであった。 
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⑶ イマジン・グローバル・ケアは、前記⑴の表示について、平成３０年２月１日から平

成３１年１月２８日までの間、本件チラシに掲載された体験談において、「※個人の感

想であり体感には個人差があります。」と表示していたが、当該表示は、一般消費者が

前記⑴の表示から受ける本件商品の効果に関する認識を打ち消すものではない。 

６ イマジン・グローバル・ケアは、平成３１年３月７日、前記５⑴の表示は、本件商品の

内容について、一般消費者に対し、一般消費者への配布資料やウェブサイトの媒体におい

て、あたかも、本件商品を摂取することにより免疫力が高まることによって疾病を予防又

は改善する効果が得られるかのように示す表示を行うことにより、一般消費者に誤認を

与えた旨を日刊新聞紙２紙に掲載した。 
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別表１ 

表示期間 表示箇所 表示内容 

遅くとも平

成２８年１

１月２日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

トップページ ・「免疫力を高める方法についての情報 ブロリコ研究所」、

「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高めるブロリコ」 

・「もっと知りたい！ 今話題のブロリコと自然免疫活性成

分って？」 

・「免疫力を高めるブロリコ」 

（別添写し１－１） 

トップページ

上部の「免疫低

下で病気を招

く」とのハイパ

ーリンクをク

リックすると

表示されるウ

ェブページ 

・「免疫力を高める方法についての情報 ブロリコ研究所」、

「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高めるブロリコ」 

・横軸に「０歳」、「２０歳」、「５０歳」、「８０歳」、

縦軸に「ＮＫ細胞の活性」、「０％」、「２５％」、「４

５％」として、「ＮＫ（ナチュラルキラー）細胞の年齢に

よる変化」及び「多田富雄『科学新聞』１９８０年を参考

に作成」と付記された１５歳頃をピークに年齢と共にＮＫ

細胞の活性が低下することを示唆するグラフと共に、「免

疫力が下がると様々な病気を招く」、「自然免疫の活性が

高い人ほど病気になりにくい」、「カラダに重要な免疫力。

しかし、その免疫力は１５歳頃をピークに年齢とともに低

下します。」及び「病気や感染症をはじめとする、さまざ

まな病気にかかるリスクは年齢とともに増加します。」と

記載。 

・「免疫力を高めるブロリコ」 

・「自然免疫を高める新規の成分『ブロリコ』を発見！」、

「東京大学とイマジン・グローバル・ケアの共同出願によ

り、自然免疫を活性化される成分を発見し、その成分を『ブ

ロリコ』と名づけました。」及び「ブロリコは今まで世界

に全くなかった新規の成分ということが東京大学の調べ

でわかっています。」 

（別添写し１－２） 

トップページ

上部の「免疫を

高めるブロリ

コ」とのハイパ

ーリンクをク

リックすると

・「免疫力を高める方法についての情報 ブロリコ研究所」、

「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高めるブロリコ」 

・「東京大学と特許取得、免疫力を高める新成分」、「１．

ブロリコとは？」、「ブロリコとは、東京大学とイマジン・

グローバル・ケア社が共同で特許を取得したブロッコリー

の新成分です。」、「現代の日本では、年齢に伴う体の変
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表示期間 表示箇所 表示内容 

表示されるウ

ェブページ 

化、異常な細胞の増殖やさまざまな病気、薬の副作用によ

って、自分でも気づかないうちに免疫力が下がってしま

い、『病気になりやすい』、『症状が改善しない』、『薬

物治療と副作用がつらい』という悩みを持つ方がたくさん

います。」及び「ブロリコは、人の免疫力を大きく高める

ことが実証され、免疫学の世界的権威や医療業界から注目

されています。」 

・「病気とたたかうあなたに」及び「免疫力を高めるブロリ

コ」 

・「ブロリコ」に係る数値が「７７０」、「β―グルカン」

に係る数値が「１４」、「メカブフコイダン」に係る数値

が「１２」、「ＤＨＡ」に係る数値が「＜１０」、「スル

フォラファン」に係る数値が「＜７」、「ＥＰＡ」に係る

数値が「＜４」、「アサイー」に係る数値が「３．１」、

「プロポリス」に係る数値が「＜０．４」とする、「食品

の活性率 比活性（Ｕｎｉｔｓ／ｍｇ） １０００倍以上」

と付記されたグラフと共に、「３．アガリクスやフコイダ

ンをはるかに上回る免疫効果」、「ブロリコは免疫細胞の

働きを高めますが、その中でも白血球の２０％を占めるＮ

Ｋ細胞（ナチュラルキラー細胞）と好中球の働きを高めま

す。そして、その効果は他の食品成分よりもはるかに高い

ことが実証されています。」、「・アガリクス（β―グル

カン）の約５０倍」、「・メカブフコイダンの約６０倍」、

「・ＤＨＡの７０倍以上」、「・スルフォラファンの１０

０倍以上」、「・アサイーの約２４０倍」、「・プロポリ

スの１０００倍以上」及び「また、世界的医学誌Ｌａｎｃ

ｅｔに掲載された埼玉県立がんセンターの研究では、ＮＫ

細胞の働きが弱いと病気の発症リスクが高くなることが

明らかにされています。そうした観点からも、免疫向上成

分ブロリコがいま注目されています。」と記載。 

・「免疫力と病気の関係」と題し、「免疫機能」及び「感染

症・がん」と付記された免疫機能が低下すると感染症・が

んの発症が高まることを示唆するグラフを掲載。 

・「５．免疫力を高めるブロリコは、日本・米国・欧州で特

許を取得」 
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表示期間 表示箇所 表示内容 

・「６．どうすれば摂取できるのか？」、「ブロリコはブロ

ッコリーにわずかにしか含まれない希少成分のため、食事

で摂取することはできません。」及び「東京大学と特許を

共同取得した特殊な製法によって抽出して凝縮すること

が、摂取するための唯一の方法です。」 

（別添写し１－３） 

トップページ

上部の「医療業

界からの推薦」

とのハイパー

リンクをクリ

ックすると表

示されるウェ

ブページ内の

「ＮＫ細胞の

父  免疫学の

世界的権威が

薦める」とのハ

イパーリンク

をクリックす

ると表示され

るウェブペー

ジ 

・「免疫力を高める方法についての情報 ブロリコ研究所」、

「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高めるブロリコ」 

・「ＮＫ細胞の父 免疫学の世界的権威が薦める」と題し、

「ブロリコ成分と同じＮＫ細胞の活性を食事で摂ろうとす

ることは難しい。」、「しっかりとしたエビデンスを有し、

効率よくＮＫ細胞を高められるブロリコ成分を生活に取り

入れることが、健康で長生きの第一歩になるでしょう。」、

「●●●」及び「●●●●● ●●●●●●●●●●●●」

と記載。 

・「次は『食事』です。私はこれまでの研究で食べ物や飲み

物で免疫力の低下を止められないかを調べました。１番最

初に分かったのが、大量のビタミンＣです。注射するくら

いのビタミンＣを入れると、ＮＫ細胞の活性は上がります

が、普通の食物に含まれるビタミンＣを摂るくらいではな

かなか上がりません。それから、シイタケ類です。シイタ

ケ類の黒い部分、あそこから抽出されるβ―グルカンを濃

くしますとＮＫ細胞の活性が上がることもわかりました。

しかし、こちらも普通の食事で上げようとすると、ものす

ごい量を摂らなければいけません。納豆も良いですが、納

豆だったらどんぶりで何杯とか、到底食事では難しいです。

なので、ブロリコ成分のようにＮＫ細胞を活性化させる成

分だけをブロッコリーから抽出し、その後活性度を高める

処理をしているため、効率よくＮＫ細胞を高めることがで

きるわけです。」及び「とにかく、健康で長生きするため

には、ＮＫ細胞を高く保つことが重要なのです。特に病気

をして薬を飲むときは要注意です。薬を飲みますと、大概

ＮＫ細胞が下がります。そういう時は、下がらないように

することが大事ですので、ブロリコ成分のようなＮＫ細胞

を効率よく高める成分を意識して摂るようにすることをお
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表示期間 表示箇所 表示内容 

薦めいたします。」 

・「免疫力を高めるブロリコ」 

（別添写し１－４） 

トップページ

上部の「医療業

界からの推薦」

とのハイパー

リンクをクリ

ックすると表

示されるウェ

ブページ内の

「抗酸化力、免

疫力を高める

 新しい栄養

『ファイトケ

ミカル』」との

ハイパーリン

クをクリック

すると表示さ

れるウェブペ

ージ 

・「免疫力を高める方法についての情報 ブロリコ研究所」、

「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高めるブロリコ」 

・「抗酸化力、免疫力を高める新しい栄養『ファイトケミカ

ル』」と題し、「食生活と健康は密接に結びついており、

食で新たに注目されるのがファイトケミカルです。ブロリ

コもファイトケミカルの一種と考えられます。」、「●●

●」及び「●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●」と記載。 

・「抗酸化力、免疫力アップが期待できる『ファイトケミカ

ル』とは」と題し、「そもそもファイトケミカルとは何か

ご存知でしょうか。ファイトケミカルとは、野菜や果物、

お茶やハーブなど植物が作りだす天然の機能性成分のこ

とです。動物と違って植物は自由に動き回ることができな

いために、自分自身の力で強い紫外線や害虫などの外敵か

ら身を守るため、また種子を保護するために作りだしたの

がファイトケミカルという強力な作用を持つ成分だった

のです。人では抗酸化力、免疫力のアップなど、健康維持・

改善に役立つのではないかと期待され、現在、研究が進ん

でいます。」と記載。 

・「ファイトケミカルは『２２世紀のビタミン』」と題し、

「玉ねぎの皮にはケルセチンがいっぱい入っていて、抗ア

レルギー作用、血液サラサラ作用、血小板凝集抑制作用、

それに、がん細胞の増殖を抑える作用もあります。皮は栄

養の宝庫なので捨てずに使い方を知り、お財布にも優しく

健康に食事を楽しんでいただきたいです。がんの原因のほ

とんどが発がん物質などによる遺伝子の傷です。それらを

解毒する酵素をファイトケミカルは活性化させてくれま

す。ビタミンＣが中和できない活性酸素を中和してくれる

ものや、記憶力や免疫力を強くするファイトケミカルもい

っぱいあります。ファイトケミカルは『２２世紀のビタミ

ン』といってもいいかもしれません。」及び「ブロリコは

まさにブロッコリーの『ファイトケミカル』であると考え
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表示期間 表示箇所 表示内容 

ています。また、ファイトケミカルを摂るためには少し手

間がかかってしまいますが、ブロリコはファイトケミカル

の良い部分をブロッコリーから抽出していますので、生活

に大変取り入れやすいと言えるでしょう。積極的にファイ

トケミカルを摂取して元気に長生きしたいものです。」と

記載。 

・「免疫力を高めるブロリコ」 

（別添写し１－５） 

トップページ

上部の「医療業

界からの推薦」

とのハイパー

リンクをクリ

ックすると表

示されるウェ

ブページ内の

「最先端治療

“免疫療法”の

第一人者が薦

める」とのハイ

パーリンクを

クリックする

と表示される

ウェブページ 

・「免疫力を高める方法についての情報 ブロリコ研究所」、

「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高めるブロリコ」 

・「最先端治療“免疫療法”の第一人者が薦める」と題し、

「『免疫療法』でキーになるのはＮＫ細胞。ブロリコのよ

うなＮＫ細胞の活性を高める成分を定期的に摂取すること

は健康な体を維持するには重要なことです。」、「●●●

●」及び「●●●● ●● ●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●● ●●」と記載。 

・「私の体では毎日約５０００個の“できそこない細胞”が

つくられていると言われています。これを免疫細胞がやっ

つけてくれているんです。朝から晩まで細胞は入れ替わり

ますが、その過程で修復を間違えてしまうことがあります。

例えば髪の毛は毎日抜けますが白髪になって生えてくるこ

ともあります。ケロイドとなって傷跡が残るのも、元通り

に修復されずに〝できそこない細胞〟になってしまってい

るんです。目に見えるようになるまでには年月がかかりま

すが、この〝できそこない細胞〟が増えすぎると免疫細胞

が殺しきれずに、体のトラブルになると言われています。」

及び「免疫細胞の中でもできそこない細胞を攻撃できるの

はＮＫ細胞（ナチュラル・キラー細胞）です。このＮＫ細

胞を活性化させる治療が免疫療法です。免疫療法は患者さ

ん自身の細胞を活性化するわけですから、副作用はありま

せん。また一度高まった免疫力はなかなか下がりません。」 

・「また、当院に通院されている患者さんはよくフコイダン

やアガリクスという免疫力を上げる成分を摂取しておら

れますが、ブロリコはＮＫ細胞をフコイダンの何十倍も活

性化させるのですよ、とご説明すると一様に驚かれます。」
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表示期間 表示箇所 表示内容 

及び「食事でＮＫ細胞の活性を高める成分を十分に摂るこ

とはなかなか難しいので、ブロリコのようなＮＫ細胞の活

性を高める抽出成分を定期的に摂取することも、健康な体

を維持するには重要なことです。」 

・「免疫力を高めるブロリコ」  

（別添写し１－６） 

トップページ

上部の「医療業

界からの推薦」

とのハイパー

リンクをクリ

ックすると表

示されるウェ

ブページ内の

「アンチエイ

ジング・再生医

療  アンチエ

イジング医療

の第一人者が

薦める」とのハ

イパーリンク

をクリックす

ると表示され

るウェブペー

ジ 

・「免疫力を高める方法についての情報 ブロリコ研究所」、

「免疫低下で病気を招く」及び「免疫を高めるブロリコ」 

・「アメリカ、５０年以上の臨床経験 アンチエイジング医

療の第一人者が薦める」と題し、「免疫力を高めることが

健康に長生きするカギ。」、「ブロリコのように免疫力を

活性化させるものは世界中を探してもなかなか見つかり

ません。」、「ブロリコでより健康的な生活をスタートさ

せましょう。」、「●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●」及び「●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●」と

記載。 

・「ブロリコほど免疫力を活性化させるものは世界でもなか

なかない」と題し、「ここで、東京大学により発見された

画期的な成分、『ブロリコ』についてお話ししましょう。

ブロッコリーから発見されたこの植物性栄養素は、人体に

備わっている好中球やＮＫ細胞を更なる強力な武器へと変

化させうるのです。」、「好中球とＮＫ細胞は体内を常に

パトロールし、病原微生物の存在を感知すると、アクティ

ブな戦闘状態へと変化します。」、「ブロリコは射的銃を

マシンガンのように変化させるのです。」、「ブロリコの

ように免疫力を高めるものを探すには世界中くまなく探さ

なくてはいけないでしょう。」、「この戦闘状態への変化

は、細胞レベルの複雑な化学反応の連続によって起こりま

す。その変化の強弱により、好中球やＮＫ細胞が侵入した

細菌をどれだけ迅速、完全に排除するかが決まります。」、

「ブロリコのさらに良いところは１００％天然成分、とい

うことです。」、「免疫力を高めるというのは、健康で長

生きをする上で最も有効、且つ簡単な方法です。ブロリコ

はあなたやあなたの大切な人々を守ることができるのでし
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表示期間 表示箇所 表示内容 

ょうか？それを試すのにリスクはありません。」及び「是

非、健康的な生活を今日からスタートしてください。」と

記載。 

・「免疫力を高めるブロリコ」 

（別添写し１－７） 
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別表２ 

表示期間 表示媒体 表示内容 

遅くとも平

成２８年１

１月２日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

本件冊子 ・「免疫力を高めるブロリコとの出会い」 

・「あなたの体を守れるのは、あなただけです。」と題し、

「最近、お体の具合はいかがですか。当てはまるものが

ないか、健康チェックをしてみましょう。」、「□口内

炎やヘルペスができる」、「□風邪をひくと長引く」、

「□花粉症やアトピーの症状の悪化」及び「２つ以上に

チェックが付いた方、免疫力が低下している可能性があ

ります。」と記載。 

・「〝免疫〟とは、細菌やウイルスなど、病原体の攻撃か

ら私たちのカラダを守る仕組みのことをいいます。」、

「私たちのカラダのなかには、白血球を主体とする無数

の免疫細胞があり、普段、それらは絶えず体中を動き回

っています。そして、たとえば転んで傷ができ、そこか

ら病原体が侵入してきたような場合は、免疫細胞が協力

して病原体を撃退し、その後、また体内に散って、動き

回ります。」、「簡単に言ってしまうと、免疫とは自分

のカラダとは異なる『異物』を排除する機能と言えま

す。」、「私たち人間には、『自然免疫』と『獲得免疫』

の２つの免疫機能があることをご存じでしょうか。」及

び「自然免疫とは、あらゆる生物に備わった、とても原

始的な免疫機能です。異物とわかると、すぐに撃退し、

カラダを健康な状態に保とうと働きます。ここで力を発

揮するのは『ＮＫ細胞』です。ＮＫ（ナチュラルキラー）

細胞は全身のいたるところに存在し、日々パトロールし

てくれています。しかし、ＮＫ細胞が弱まってしまうと、

ウイルスや病原体の増殖が抑えられず、『病気』になる

リスクが一気に高まるのです。」 

・「自然免疫 体内に侵入した病原体を相手を特定せずに

排除するシステム。」と題し、「マクロファージ」、「体

に入ってきた病原菌を食べて殺す」、「ＮＫ細胞」、「ウ

イルスに感染したり、ふつうの細胞から発生した異常な

細胞をみつけて攻撃」、「樹状細胞」及び「獲得免疫へ

の連絡役」と記載。 

・「私たちの回りには、目には見えない病原体がいたると
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表示期間 表示媒体 表示内容 

ころにウヨウヨいます。また、体内でも、絶えずがん細

胞が生まれています。それにもかかわらず、私たちは簡

単には病気になりません。私たちが健康でいられるの

は、免疫のしくみが絶えず働いているおかげなので

す。」、「しかし、この免役力も、他の身体機能と同じ

く、加齢とともに衰えていきます。ＮＫ細胞活性も、２

０代前後ごろをピークとして、年齢を重ねるごとに低下

してしまうことがわかっています。また、加齢のほか、

心身へのストレスによっても、免疫力が低下します。」

及び「免疫力が低下してしまうと、風邪などの感染症は

もちろん、深刻な病気を発症するリスクも高まります。」 

・「免疫が下がるとあらゆる疾病リスクが高まる」 

・「免疫力と病気の関係」と題し、「免疫機能」及び「感

染症・がん」と付記された免疫機能が低下すると感染症・

がんの発症が高まることを示唆するグラフと共に、「免

疫は、２０代前後をピークに、５０代でピーク時の半分

にまで下がることが分かっています。また、免疫力の低

下に比例して、疾病リスクは高まっていきます。」と記

載。 

・「年齢とともに低下する、免疫力。では、どうやってそ

れを高めていけばよいのでしょうか。」、「免疫学の権

威、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●に

『免疫力の高め方』を伺いました。」及び「●●●●●

●とにかく、いつもカラダを健康に保つためには、カラ

ダ中をずっとパトロールしてくれるお巡りさんのよう

な『自然免疫』、特にＮＫ細胞を高めておくことがとて

も重要です。ですが、この自然免疫というのは、とても

ストレスに弱いのです。」 

・「ブロリコ」に係る数値が「７７０」、「β―グルカン」

に係る数値が「１４」、「メカブフコインダン」に係る

数値が「１２」、「ＤＨＡ」に係る数値が「＜１０」、

「スルフォラファン」に係る数値が「＜７」、「ＥＰＡ」

に係る数値が「＜４」、「アサイー」に係る数値が「３．

１」、「プロポリス」に係る数値が「＜０．４」とする、

「食品の免疫活性率 比活性（Ｕｎｉｔｓ／ｍｇ） １
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表示期間 表示媒体 表示内容 

０００倍以上」と付記されたグラフと共に、「ブロッコ

リーを食べただけでは吸収できない圧倒的な免疫活性

力」と題し、「世界初、自然免疫をたかめる成分『ブロ

リコ』。」、「ブロリコはあなたの体の自然免疫、なか

でもＮＫ（ナチュラルキラー）細胞、好中球を活性化さ

せます。」、「ブロリコの免疫活性力をより高めること

で、多くの方の健康の役に立ちたい。そう考えた研究チ

ームは、ブロリコ抽出条件の実験を繰り返し行いまし

た。」、「その結果、良質な富士の雪解け水を使用する

こと、収穫して２日以内の新鮮なブロッコリーを使用す

るなどの条件により、活性力が高まることがわかりまし

た。」、「その結果、驚くべき免疫活性のパワーが現れ

ました。」、「免疫活性効果があると言われているβ―

グルカン（酵母由来）の約５０倍、海藻のネバネバ成分

であるメカブフコイダンの約６０倍、青魚などに含まれ

るＤＨＡの７０倍以上、ブロッコリーの新芽（ブロッコ

リースプラウト）に多く含まれるスルフォラファンの１

００倍以上、アマゾンの希少な果実アサイーの約２４０

倍（※５）、ミツバチがつくりだすプロポリスにおいて

は１０００倍以上ものパワーがあることが確認されて

います。」、「では、ブロッコリーを沢山食べよう、と

思われるかもしれません。」、「私たちも家庭で食べる

ブロッコリーからも、高い免疫活性力が得られるのか、

検証を重ねました。」及び「しかし、ブロッコリーその

ものでは、高い免疫活性力が示されませんでした。特殊

な方法を用いて抽出した成分ブロリコだけが、高い活性

を示したのです。」と記載。 

・「ヒトでの臨床試験で免疫活性を立証」と題し、「そこ

で、ヒトでの免疫活性効果を立証するため、臨床試験を

行いました。」、「２０名の健康な方を対象に、１ヶ月

ブロリコ抽出物を摂取してもらい、前後の結果を血液検

査で比較しました。」及び「その結果、ＮＫ（ナチュラ

ルキラー）細胞活性が平均して１０％向上していまし

た。また、胃炎改善、脂漏性湿疹改善、歯ぐき出血改善、

体のだるさの改善、目の疲れが軽減、寝起きが良くなっ
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表示期間 表示媒体 表示内容 

た、花粉症が楽になったなど、体調が良くなったという

体感が伝えられました。また、女性の参加者から、ニキ

ビが治った、肌のつやが良くなったなど、皮膚の状態が

改善したという声がありました。精神的ストレスが軽減

されたという人もいました。」と記載。 

（別添写し２） 

遅くとも平

成２８年１

１月２日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

本件チラシ ・「糖尿病で、ほんとうに怖いのは、合併症です。」及び

「糖尿病による悲劇を避けるには、『合併症』と、その

『予防』についての正しい知識が大切です。」と記載、

「三大合併症」と題し、「☑神経障害」、「糖尿病性壊

疽で、足を失う人が年間約３０００人。」、「☑網膜症」、

「大人になってからの失明原因第１位。」、「☑腎症」

及び「人口透析導入の３分の１が糖尿病患者。」と記載、

「糖尿病大血管症」と題し、「☑動脈硬化」、「糖尿病

は血管の病気、予備軍の段階から進行。」、「☑狭心症・

心筋梗塞」、「心臓の血管が傷つけられることによって

発症。」、「☑脳梗塞」及び「脳の血管が傷つけられる

ことによって発症。」と記載、「感染症、その他の疾患」

と題し、「☑かぜ ☑インフルエンザ ☑肺炎 ☑結核

 ☑膀胱炎 ☑腎盂炎 ☑口内炎 ☑歯肉炎 ☑皮膚

炎 ☑胆嚢炎 ☑認知症 ☑白内障 ☑緑内障 

等々。」と記載。 

・「糖尿病と免疫力との関係とは？」と題し、「糖尿病の

人にとって免疫力は、糖尿病のコントロールと合併症の

予防に大きく関わってきます。」、「高血糖が続くこと

で、免疫力の要となる白血球に悪影響が及び、免疫力が

低下し、その結果、かぜ、インフルエンザ、肺炎、結核、

膀胱炎、腎盂炎、口内炎、歯肉炎、皮膚炎、胆嚢炎など、

ありとあらゆる感染症にかかりやすく、治りにくくなり

ます。」、「そして、感染症にかかることにより、糖尿

病そのもののコントロールがうまくいかなくなってし

まうこともあるのです。」、「また、免疫力が低下して

いると、ばい菌に打ち勝つことが難しくなるので、傷が

重症になりやすいため、虫刺されや小さな傷も油断でき

ません。」、「神経障害によって感覚が鈍くなっている
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表示期間 表示媒体 表示内容 

ため、怪我に気付かず、そこからばい菌が入り、腐って

しまうのです。」及び「これが壊疽（えそ）とよばれる

状態です。」と記載、「国内では、年間約３千人が糖尿

病性壊疽により、脚を切断しています。」、「さらに、

脚を切断すると、その後の生命予後も悪くなり、切断後

の５年生存率は約４０～６０％といわれます。」、「『ち

ょっとしたかぜや傷なら放っておけば大丈夫』は、糖尿

病には通用しません。」、「合併症を起こす前から、免

疫力を高めておくことがなにより大切なのです。」、「糖

尿病で、ブロリコ成分を摂取いただいた方から、多くの

体感のお声が届いています。」及び「次は、ぜひ、あな

たのお役に立たせて下さい。」と記載。 

・「糖が気になる、あなたへ。」 

（別添写し３） 

平成２９年

６月１日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

本件チラシ ・「☑高血圧の原因となる生活習慣は、免疫力も低下させ、

感染症や、その他の様々な病気にかかるリスクが高ま

る。」 

・「薬で血圧が下がっても油断は禁物！の理由」と題し、

「そして、問題のある生活習慣は、身体を病気から守る

要となる免疫力を低下させ、風邪やインフルエンザとい

った感染症はもちろん、肺炎、口内炎、膀胱炎、歯肉炎

などあらゆ疾病にかかりやすくなります。」、「血圧が

高いということは、『いろんな病気に注意して！』とい

う体からのサインと、とらえるべきです。高血圧の人ほ

ど、免疫力を高め、病気にかかるリスクを軽減する必要

があります。」及び「ブロリコで高い免疫力を維持し、

健康長寿を目指しましょう。」と記載。 

・「血圧が気になる、あなたへ。」 

（別添写し４） 

平成３０年

２月１日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

本件チラシ ・「風邪やインフルエンザをあまく見ては、いけませ

ん！！」及び「年齢を重ねるほど大きなリスクを伴う風

邪。合併症のリスクと免疫力に関する正しい理解が必要

です。」と記載、「三大合併症」と題し、「☑気管支炎」、

「比較的早い段階で発症し肺炎の原因となる」、「☑肺

炎」、「日本人の死因第３位」、「☑急性呼吸不全」及
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表示期間 表示媒体 表示内容 

び「呼吸機能が低下し、呼吸困難になる」と記載、「な

ぜ高齢者の風邪はリスクが大きくなるのか」と題し、「☑

一般的に免疫力のピークは２０歳前後であり、４０歳で

はピーク時の５０％、７０歳では、ピーク時の１０％と

なります。そのため、単に風邪にかかりやすくなるだけ

ではなく、重症化し、合併症を発症しやすくなるので

す。」と記載。 

・「誰でもかかることのある風邪ですが、高齢者が風邪を

ひくと、若い頃と比較して免疫力が低下しているため

に、肺炎などの合併症を起こしやすく、注意が必要で

す。」、「原因が細菌なら、抗生剤を使うことで効果が

期待できます。しかし、風邪の原因の９割はウイルスで

す。ウイルスには、残念ながら、直接効く薬はありませ

ん。」、「インフルエンザの治療に使われるタミフルな

ども、直接ウイルスを殺すことはできず、これ以上増え

ないようにできるだけです。」及び「そのため、免疫力

が落ちている高齢者が風邪をひいた場合は、重篤になっ

てしまうことが多いのです。」 

・「高齢者に多い風邪による３つの合併症」と題し、「高

齢者は、ただの風邪から、合併症を起こすことによって

入院が必要になったり、さらに重症化してしまったりす

る危険性があります。」、「風邪が原因となる主な合併

症は次の３つです。」、「１つ目は肺炎です。風邪をひ

くと、ほこりや病原菌を排除する役割を果たしている鼻

から喉までの上気道に炎症が起こり、機能が低下してし

まいます。すると、病原菌が簡単に肺まで到達してしま

い、そこで増殖した結果、肺炎を発症します。」、「も

ともと、高齢者は肺機能が低下している場合が多く、免

疫機能も低下しているので、若い世代の人と比べると、

肺炎になるリスクが高いのです。」、「また、重症にな

って命を落としてしまうケースも多く、事実、厚生労働

省が公表している日本人の死因第３位は肺炎です。」、

「２つ目は気管支炎です。上気道に対し、下気道と呼ば

れる気管支が病原菌に感染し、炎症を起こした状態で

す。」、「急性気管支炎は、風邪から比較的早い段階で
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表示期間 表示媒体 表示内容 

合併し発症するもので、気管支炎も肺炎の原因になりま

す。」、「３つ目は急性呼吸不全です。上記の気管支炎

や肺炎は呼吸困難を引き起こす原因となります。」、「こ

うしたリスクを考えると、風邪を決してあまく見てはい

けません。」、「日頃から、免疫力を高めることで、風

邪を予防し、かかったときの回復力を高めることがなに

より大切です。」、「風邪を引きやすいという方で、ブ

ロリコ成分を摂取いただいた体感のお声が多数届いて

います。」及び「次はぜひ、あなたのお役に立たせてく

ださい。」と記載。 

・「病気を予防したいあなたへ。」 

（別添写し５） 

平成３０年

２月１日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

本件チラシ ・「花粉症で、ほんとうに大切なのは、免疫力です。」及

び「花粉症の軽減には、体調を良い状態に保ち、免疫バ

ランスを維持することが大切です。」 

・「ヒトの免疫力と花粉症の関係」と題し、「ヒトの免疫

細胞は異物の種類に反応する細胞が決まっており、相互

に作用しあう。花粉症シーズンの２～４月は、季節の変

わり目で体調を崩しがちなため、免疫システム全体が不

調をきたし、花粉症の症状も悪化しやすい。花粉症を抑

えるには、まず免疫力を整えて、体調そのものを良くす

ることが大切。」と記載。 

・「近年、医療用では、鈍脳を起こしにくいタイプの抗ヒ

スタミン剤が数多く処方されていますが、市販薬（ＯＴ

Ｃ医薬品）では、まだまだ鈍脳を起こしやすいタイプの

薬が販売されているのが実態です。」及び「そのため、

薬によって症状をおさえるだけでなく、免疫力を調節

し、体調を整え、アレルギー症状の発症自体を軽くする

ことが大切です。」 

・「花粉症と免疫力の関係とは？」と題し、「花粉症の人

は、鼻水や涙がでるといった悩ましい症状を直接的にど

う抑えるかのみに関心が向かいがちです。しかし、花粉

症もほかの病気と同じように、免疫力を整えて体調その

ものを良くすることが、症状を軽減するためにはとても

大切です。」、「なぜかというと、ヒトの免疫システム
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表示期間 表示媒体 表示内容 

は、それぞれの免疫細胞がどの異物に対して作用するか

が決まっている一方で、全体のバランスというものが存

在します。免疫細胞全体が正常に働くことで個別の免疫

細胞も正常に機能し、何かが正常に機能しなくなると免

疫全体に影響が出ることが多いのです。」、「ブロリコ

成分は、ＮＫ細胞（ナチュラルキラー細胞）という免疫

細胞を大きく活性化させ、免疫力を高めるブロッコリー

の新成分です。」及び「免疫力が高まると、病原菌、ウ

イルス、体内で異常発生した悪性の細胞を撃退し、体調

の向上・病気の改善という可能性があります。直接的に

鼻水や涙が出るなどの花粉症の症状をおさえるもので

はありませんが、免疫力を高めることで体調が整うこと

が期待されます。」と記載。 

・「花粉症で、お悩みのあなたへ。」 

（別添写し６） 

平成３０年

２月１日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

本件チラシ ・「免疫力の低下をあまく見ては、いけません！！」及び

「免疫力は年齢とともに低下し、異常な細胞の抑制・除

去が難しくなるので、免疫力に関する正しい理解と対策

が必要です。」と記載、「免疫力の３つの働き」と題し、

「☑体内で発生した異常な細胞を見つけて攻撃（自然免

疫）」、「☑体内に侵入した病原体を相手を特定せずに

排除（自然免疫）」及び「☑一度体内に侵入した病原体

を自動排除する仕組みをつくる（獲得免疫）」と記載、

「なぜ年をとると異常な細胞が増えやすくなるの？」と

題し、「一般的に免疫力のピークは２０歳前後であり、

４０歳ではピーク時の５０％、７０歳ではピーク時の１

０％となります。そのため異常な細胞を抑制･除去する

力が弱くなり、異常な細胞が増えやすくなるのです。」

と記載。 

・「実は、異常な細胞は毎日１０００〜２０００個ほど身

体の中で生まれています。ただ、免疫細胞がそれらを排

除したり、『アポトーシス』という細胞を死に誘導する

仕組みが働いたりすることで、人の健康は保たれていま

す。」、「そのため、免疫力低下、異常細胞の発生増加

といった状況が発生すると、異常細胞への対応が身体の
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表示期間 表示媒体 表示内容 

中で追いつかなくなり、病気になってしまう可能性があ

るのです。」、「不規則な生活や食事をしていたり、ス

トレスの多い環境にいたりすると、人の免疫力は下がっ

ていきます。また、たばこ、食べ物の焦げ、過剰な塩分

などは、異常な細胞の発生を促進すると言われていま

す。」及び「こうした事を避け、免疫力を高めることが、

健康を守るためには大切です。」 

・「免疫力は年齢とともに大きく下がる！？」と題し、「た

だ、免疫力は年齢とともに大きく下がっていくという問

題があります。一般的に、免疫力のピークは２０歳前後

であり、４０歳ではピーク時の５０％、７０歳ではピー

ク時の１０％にまで下がってしまいます。」、「また、

年を重ねるといろんな病気にかかり、病院に行く機会や

常用する薬が増えてしまいがちですが、薬の中には副作

用でさらに免疫力を下げてしまうものがあります。」、

「『免疫力が下がる→病気になる→活動量が落ちる・薬

が増える→免疫力がさらに下がって、より病気にかかり

やすくなる』という悪循環に陥ってしまうのです。」、

「さらに、免疫細胞には身体に発生した異常な細胞を排

除するという役割があるので、免疫細胞の働きが低下す

ると、異常な細胞が増えやすくなってしまいます。」、

「実際、年齢が上がるにつれて、異常な細胞の増殖など

が原因で体に異常が発生するリスクも高くなります。」、

「また、免疫力が高い若い頃に比べると、風邪を引きや

すくなったり、体調を崩しやすくなったりします。高齢

の場合、ただの風邪でも、合併症を起こすことによって、

重症になると命の危険が出てきてしまう場合もありま

す。」、「肺の機能も低下していることも多いので、肺

炎などにもかかりやすくなるため注意が必要です。」、

「日頃から免疫力を高め、異常な細胞とたたかう力、病

原菌を排除する力を維持することが健康を守るために

大切なのです。」、「ブロリコ成分は、ＮＫ細胞（ナチ

ュラルキラー細胞）とよばれる自然免疫を大きく活性化

させ、免疫力を高めるブロッコリーの新成分です。免疫

力が高まると、病原菌、ウイルス、体内で異常発生した
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表示期間 表示媒体 表示内容 

悪性の細胞を撃退し、体調の向上・病気の改善が期待で

きます。体調を崩しやすい方で、ブロリコ成分を摂取い

ただいた体感のお声が多数届いています。」及び「次は

ぜひ、あなたのお役に立たせてください。」と記載。 

・「病気を予防したいあなたへ。」と題し、体験談として、

「２０１３年９月医師から病気の診断を受け、すぐに手

術を受けました。その後、細胞の免疫力アップが必要だ

と考え、インターネットや本などを調べてやっとたどり

着いたのがこの『ブロリコ』でした。それから摂取を続

けていますが、先日検査に行き、診断の結果は良好でし

た。まだまだ先が心配ですが、本当にうれしかったで

す。」と記載、体験談として、「風邪をひきにくくなっ

た。それ以外に悩まされた問題も気にならなくなった。

旅行に行ってもあまり疲れなかった。今後も摂取した

い。」と記載、及び体験談として、「診断を受けて以降、

ブロリコの摂取を開始しましたが、状態の悪化はありま

せん。疲れにくくなって免疫力が上がっているように感

じます。ずっと継続したいと思っています。」と記載。 

（別添写し７） 

平成３０年

２月１日か

ら平成３１

年１月２８

日までの間 

本件チラシ ・「ニキビ・肌荒れ・肌ツヤに免疫力を忘れてはいけませ

ん！！」及び「ニキビや肌荒れの症状や肌ツヤを良くす

るためには、体調そのものを良い状態に保つことが大切

です。」と記載、「肌の悩みとターンオーバーと免疫力」

と題し、「肌のターンオーバーの乱れで、肌トラブルが

起きやすくなります。そして、ターンオーバーは、ホル

モンバランス、内臓の状態など、様々な要素の影響を受

けています。」及び「肌の問題には、化粧品や薬による

ケアだけでなく、免疫力を高めて、体調そのものを良い

状態に保つことも大切です。」と記載。 

・「肌と免疫力の関係とは？」と題し、「しかし、肌の問

題もほかの悩みと同じように、免疫力を高めて体調その

ものを良くすることが、症状を改善する上でとても大切

です。」、「地味なように思えますが、風邪などによっ

て体調を崩さないようにし、体調を整えることは、肌を

良い状態にする上でとても大切です。」、「つまり、肌
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表示期間 表示媒体 表示内容 

トラブルの改善には、化粧品の見直しや塗り薬による対

処といった直接的なケアに加え、免疫力を高めて体調全

体を整えることが効果的です。」、「ブロリコ成分は、

ＮＫ細胞（ナチュラルキラー細胞）という免疫細胞を大

きく活性化させ、免疫力を高めるブロッコリーの新成分

です。病原菌、ウイルス、体内で異常発生した悪性の細

胞を撃退し、体調の向上・病気の改善に対して非常に効

果的です。」、「直接的に肌にはたらきかける成分では

ありませんが、免疫力を高め、体調を整えることでお体

のお役にたちます。」及び「次はぜひ、あなたのお役に

立たせてください。」と記載。 

・「肌トラブルにお悩みのあなたへ。」 

（別添写し８） 
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